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会 議 記 録

政策企画局 市民参加・協働推進課

開催日 平成 25 年 1月 21 日(月) 開催時刻 13 時 30 分から 15時 30 分

会議名 上田中央地域協議会(平成 24 年度第 10 回)

出席者 飯島委員、尾沼委員、河田委員、神林委員、久保田委員、栗内委員、佐藤委員、

塩入委員、中村彰委員、松澤委員、宮坂委員、宮本委員、村上委員、山浦委員

（欠席委員）浅井委員、中村一樹委員、宮島委員、藤川委員、矢島委員、

渡邉委員

（事務局）神林地域振興政策幹、北沢市民参加・協働推進課長補佐、堀内市民

参加・協働推進課主査

（分科会説明者）北島危機管理防災課危機管理防災担当係長

会議次第

1 開会(事務局)

今年初の顔合わせになりますが、本年度もよろしくお願い致します。定刻になりま

したので始めさせていただきます。

2 会長あいさつ

皆さんこんにちは。毎日寒い日が続いておりますが、生活道路の雪がなかなか解け

なくて大変困っております。今年は巳年ということで、蛇は地を這う地味な生物と言

われておりますが、脱皮を繰り返し成長しておりますので、ゆっくりと前向きに今年

は進んでいければと思っております。

今日の会議ですが、最初に 25 年度のわがまち魅力アップ応援事業について、事務

局より説明していただいて、その後、分科会に分かれましてそれぞれのテーマに沿っ

て皆さんに協議していただきたいと思います。

本年もご協力の程よろしくお願い致します。

3 協議事項

事務局： それではわがまち魅力アップ応援事業について説明させていただきます。

（資料を基に説明）

会長： ありがとうございました。何かこの件について質問ある方いらっしゃいますか。

委員： 事業完了後事業報告会で報告する予定となっていますが、この事業が適切に行わ
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れているかどうかは採否を判断した協議会にも責任があるので、実施後に事業者の

方に結果報告をして欲しいと以前から述べてきました。それぞれの協議会ごとにき

ちんとやるべきだと思います。やらなければいけないと思います。市できちんと位

置づけていただきたいと思います。

市民参加・協働推進課： 現状では、地域協議会ごとに報告会をやっている地域とやっ

ていない地域があります。丸子地域協議会では事業を実施した団体と実施していな

い団体も参加して、意見交換する場を設けていると聞いております。ご指摘の通り、

今後協議会でもそのような場を設定していきたいと思います。更に地域内分権第４

ステージの中でも、皆さんと地域経営会議を立ち上げていく中で、そのような場に

おいて広く皆さんに認知されて事業が展開されるよう努めてまいりたいと思いま

す。

委員： よろしくお願いします。また、来年度の予算はどれ位を予定されているのです

か。

市民参加・協働推進課： まだ調整中ですが、市内全域において一億円程度計上してい

きたいと考えております。

委員： 今回、今までの制度と比較しますと大幅に金額、申請回数等変更になってますが、

実際、一生懸命やっている団体と補助金をもらっても余り活動をしてない団体との

差があると思います。先ほど申し上げたように、厳正な審査や事業報告等きちんと

やっていかないと使い易くなって改良された分、補助金ありきの団体が増え、何で

も有りと採られかねません。

市民参加・協働推進課： ごもっともなご意見です。審査が数時間と限られた中で、ちゃ

んと判断できるのか、実際見極めが難しかったかもしれません。今後企画される事

業について、きちんと考える時間が必要と考えています。選考の段階においても、

委員の皆さんと一定の時間を確保しながら充分協議する時間をとって選考していき

たいと思っております。

委員： 私も、見極め・見直し・検証は必要だと考えておりました。単なるばらまきに

なっては意味がありません。地域には意見を言えないでいる人もいるでしょうし、

市でやるにも見落としがあります。今回の見直しで、自発的な話がいろいろと出

てくると、社会や市の活性化につながり、生き生きと暮らせるようになると思い

ます。そのためにも、検証を行っている地域協議会のように厳しくやることも必
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要で、お互いが目を光らせ確認する地域にしていきたいと思います。

市民参加・協働推進課： 今後、市民目線で見て確認していただきながら、私共も事前

の段階でも充分意見交換をやっていき、補助金ありきというような団体には、は

っきり伝える場も作っていきたいと思います。公金ですので取り扱いに十分留意

してやっていきたいと思います。

会長： 私としても、以前は自治会の要望は基本的に認めてきたこともあっておかしい

と思っていたので、審査・選考の時間を前より十分とって、事業報告は必ず行う

ことが大事だと思います。また 3 月には、皆さんに審査していただきたいと思い

ます。

それではよろしいでしょうか。このあと分科会に分かれて課題について協議を

お願いします。

【第 1 分科会】

「都市機能充実と中心市街地活性化、歴史遺産との融合・調和を図るまちづくり」

委員： 第 1 分科会では、前月の分科会ではテーマがぼやけていましたが、今回ジャン

ルを 9 テーマに絞り込み、その内容を一つひとつ確認しながらどういう問題点が

あるか解決法があるかをまとめていく方法で進めました。

【第 2 分科会】

「保健・福祉・医療と安全・安心なまちづくり」

委員： 第 2 分科会では上田市危機管理防災課北島係長にご出席をいただいて、事前に

防災について質問を投げていた事項について返答いただきました。

質疑をした内容は次の通りです。

・ 上田市として主に自然災害として想定していることは何か。

・ 中央地域における自然災害の危険箇所とあげている地区はどこか。

・ 自然災害可能性地域について、災害の種類・対策はどうか。

・ 中央地域における広域避難場所一覧と自治会の割り振りについてどうなってい

るか。

・ 広域避難場所の周知広報活動として実施していることはあるか。

・ 各避難場所における防災備蓄品の内容と管理・保管方法はどうか。

・ 災害時の市民への伝達手段・上田市としての情報管理システムはどうか。

・ 中央地域において住民支え合いＭＡＰの完成率とデータ変更時の更新方法は。

・ 防災グッズとして、個人・自治会・上田市で用意すべきものは何か。

・ もし被災者が出たときの医療の供給体制は。
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・ 大規模の停電についての対策は。

これらの項目について、詳しく説明をいただきました。本日の資料は、また改

めてまとめておきます。

会長： 今日の段階で質問ある方いらっしゃいますか。

今年の 11 月をめどに各分科会でまとめていただき、まとまった時点で意見交換

をして、全体で協議していきたいと思います。

その他ですが、3/26 にわがまち魅力アップ応援事業の審査をお願いするように

なるのでご承知おきをお願いします。また、4 月の日程ですが 4/23（火）で場所

は後日連絡します。

以上で第 10回地域協議会を閉じさせていただきます。ご苦労様でした。

4 次回会議の開催と日程について

第 11 回中央地域協議会 平成 25 年 2 月 28 日（月）

第 12 回中央地域協議会 平成 25 年 3 月 26 日（火）

平成 25 年度 第 1回中央地域協議会 平成 25 年 4 月 23 日（火）

5 閉会


